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事業名 日高自動車道（一般国道２３５号） 事業 一般国道 事業 国土交通省
ひ だ か

厚真門別道路 区分 主体 北海道開発局
あつまもんべつ

起終点 自：北海道勇払郡厚真町字浜厚真 延長
ゆうふつ あ つ ま はまあつま

至：北海道沙流郡門別町字平賀 ２０．０ km
さ る もんべつ び ら が

事業概要
日高自動車道は、北海道縦貫自動車道苫小牧東ＩＣで分岐し浦河ＩＣに至る延長約１２０ｋｍの一般国

道の自動車専用道路である。このうち厚真門別道路は、厚真ＩＣから門別ＩＣに至る延長２０．０ｋｍの
区間で、物流効率化を支援し地域の自立発展に寄与する。
Ｈ２年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ４年度用地着手 Ｈ５年度工事着手
全体事業費 約６６１億円 事業進捗率 ９３％ 供用済延長 ８．６km
計画交通量 １８，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ３．４ ８１ / ８１８億円 ２,２２１/２,７４８億円 平成 年(事業全体) １６

億円 走行時間短縮便益：1836/2277億円事 業 費： 46/756
億円 走行費用減少便益： 295/ 361億円( 残 事 業 ) ２７．３ 維持管理費： 35/ 62

交通事故減少便益： 89/ 110億円
感度分析の結果

事業全体について感度分析を実施
交 通 量 変 動：B/C=３．７(交 通 量+10%) B/C=３．０(交 通 量-10%)
事 業 費 変 動：B/C=３．１(事 業 費+10%) B/C=３．７(事 業 費-10%)
事業期間変動：B/C=３．０(事業期間+20%) B/C=３．５(事業期間-20%)

事業の効果等
・国土・地域のネットワークの構築（日常生活圏中心都市間を 短時間で連絡する路線を構成する）
・円滑なモビリティの確保（新千歳空港へのアクセス向上が見込まれる）
・物流効率化の支援（特定重要港湾苫小牧港へのアクセス向上が見込まれる）
・安全で安心できる暮らしの確保（三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる） 他１０項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
厚真門別道路は、救急患者の搬送時間の短縮、災害時の避難・代替路の確保、札幌圏や空港アクセス等

の物流拠点と高速交通アクセスによる物流効率化や地域資源を生かした観光施策の推進を図るため１市１
５町の首長で構成される高規格幹線道路日高自動車道早期建設促進期成会など３つの期成会の整備促進の
要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成１０年に日高自動車道苫小牧東ＩＣ～厚真ＩＣ間２０ｋｍ供用。平成１５年度に日高自動車道厚真
ＩＣ～鵡川ＩＣ間Ｌ＝８．６ｋｍ供用。
事業の進捗状況、残事業の内容等

一部用地難航箇所や軟弱地盤対策に時間を要したが、平成１５年に厚真ＩＣ～鵡川ＩＣ間延長８．６ｋ
ｍを供用した。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

残区間鵡川ＩＣ～門別ＩＣ間Ｌ＝１１．４ｋｍにおいては、埋蔵文化財調査が平成１５年に終了。用地
取得が順調に進めば平成１８年頃供用を図る予定である。
施設の構造や工法の変更等

新技術の補強土吹付工の活用や、高耐候性シリコン変性アクリル樹脂塗料の採用によりコストの縮減を
図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


